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  １２月１日（土）に岩国の錦帯橋の下河原で開かれた集会に参

加しました。岩国市が空母艦載機の移転（現在岩国には６０機、

それに新たに５９機来る予定）に反対していることを理由にして、

岩国市庁舎の建設への補助金交付が国からの一方的な打ち切りを

うけています（３５億円）。この穴埋めに合併特例債をあてる

という井原市長の予算案が、受入れ容認派の反対で、１１月

１６日の臨時市議会で否決されました。（四度目の否決。）再

度予算案が提出されるのにあわせて「予算案を市民の手で通

そう」として開かれた集会です。集会イメージは、歴史教科

書の改ざんに反対という県民の意志を示した沖縄の１１万人

集会。なんとかして状況を切り開こうということです。
 

ゴルフ接待など総額１千万近くの賄賂を受け取ったといわ

れる守屋前防衛次官。この守屋次官が米軍再編を先頭になっ

て進めてきた張本人といわれます。地元の意向など一切聞く

ことなく、「米軍再編促進法」などという悪法までつくり、強

引に進めてきました。岩国市民は昨年３月１２日に住民投票

を実施し、六割近くの投票率で九割近くの人が艦載機受け入

れに反対しました。これが民意です。なによりこの事実は大
事に考えなければいけません。住民投票の結果が無視されるよう

なこと、これは絶対に許されません。この民意に対して国・防衛

省がしてきたことは岩国市への兵糧攻めです。それもまず常識で

は考えることのできないやりかたです。まずは市庁舎建設資金の

３５億円カット。（実は今補助金が出ても、建設が大方終了してい

て、その分補助金が出ない。５億円ほどにしかならないそうです。）

もっと大きな問題は愛宕山開発事業の赤字。これは岩国基地の滑

走路の沖合い移転に伴う埋め立て用土砂を、愛宕山から掘り出し、

跡地を住宅建設にするというものです。金融機関からの借入残高

が２００７年度末で２５１億円あり、現在、先の見通しがたたず

工事は中止されています。負担額は県が１６７億円、市が８４億

円となっています。この用地を国が買い取り、米軍住宅（米兵・

家族４０００人用）にするという話しがでてきています。金額か

らいってもこちらのほうが大きい問題で、艦載機移転容認が前提

となる話しです。岩国市長はこれまで防衛関係に頼り過ぎたと言

いますが、国が主導した公共事業の赤字のツケを地方に押し付け

て、切り捨てるという典型的な例です。いず

れにしても大変な負担になります。

 

岩国基地滑走路沖合い移設工事の土砂搬

 

出を請け負った会社がそのまま次は名護に

 

行くといううわさがあるそうです。総額２

兆円といわれる沖縄海兵隊のグアム移転に

も「民間活力」が導入されるらしい。グア

ムでの米兵住宅は一戸８千万するらしい。

「防衛省の不祥事問題」は、山田洋行など

という小さな商社の問題ではありません。

もっと大きな軍需産業、ゼネコンが「合法

的」に金儲けをして、そのツケは地方自治

体財政や国民に回されている、そして、日

本はより深く米軍の「テロとの戦い」に組



 

み込まれていく、そうした問題です。守屋次官のゴルフ接待なん

て、本当は大したことはないのかも？ でもこの問題から、軍需

産業や米軍再編の全貌、戦争屋たちの正体が見えてくるかもしれ

ない。防衛省の体質が問われているという今は、日本の軍事国化

を止めるための絶好の（最後の？）チャンス。 国会でももっと

この問題を追及してほしい。守屋さんと山田洋行の話しだけで済

ませて欲しくないという気持ちです。
 

防衛省は１１月２２日「米軍再編交付金２００７年度分」を公

表しました。総額４５億６９００万円。岩国、名護、座間市は対

象からはずされています。岩国基地関連で言えば、

基地負担当事者の岩国市が受け取れず、周辺市が

受け取るという矛盾。もちろん周辺市にも基地被

害はあるでしょうが。負担に応じた交付金ではな

く、国・防衛省に協力的であるかどうかで配分を

決める。制裁以外なにものでもありません。
 

岩国の問題は民主主義の問題であり、地方自治

の問題です。でもそんな理念を日本政府や、アメ

リカ政府はまったく持ってはいないと思います。

でも、理念は無視しても、現実の矛盾点やほころ

びが大きくなっています。今はそんな段階にきて

いるような気がします。

 

 さて、１２月１日の集会ですが、移転反対派議員の有志９人が

中心となり、実行委員会をつくり、新市庁舎建設資金の会「風」

の岡田久男さんが、代表となって開かれました。

 

集会は喜納昌吉さんのミニ・コンサートで始まりました。岡田

代表は井原市長を水戸黄門にたとえて話しをされ、「無理が通って

も、道理をひっこめるわけにはいかない。沖縄、座間とも緊密な

連絡をとる。」とあいさつをされました。「消えた鎮守の森」でお

なじみの福田さんが地元の自治会を代表して、国の約束違反を批 判されました。井原市長は、これは決意の意思表示だとして、頭

をまるめてボーズとなって登壇し、「米軍再編は、納得のいく解決

策が必要であり、お金と取引するような問題ではない。」「市民を

あきらめさせるような政治をしてはいけない。」「絶対あきらめな

い。」「自らの町の未来は自らが選択する。」「岩国の問題は岩国だ

けの問題ではない。民主主義と地方自治の問題だ。」などと発言し、

大きな声援をうけていました。そのあと民主党、社民党、共産党

などの国会議員や市会議員がお話しをされました。参議院議員と

なった川田龍平さんも見えていました。集会では集会開催費用や

市庁舎建設費の募金などがおこなわれ、集会アピール

をおこない、参加者全員で「怒」の紙を掲げ、「国の仕

打ちをゆるさんど」のパフォーマンス。最後は「ふる

さと」の合唱で集会をおわりました。参加者は山口、

広島、北九州、そして関西の人たちが参加していまし

た。厚木の爆音訴訟の人たちもみえました。しかし、

集会後もステージ近くに多くの地元の方が残ってみえ

ましたし、集会場の外の土手にも地元の人たちがたく

さんみえていましたので、地元での反対の声も大きく

なっているのではと推測しました。

 

それでも厳しい情勢にはかわりなく、１２月に入っ

て容認派は市長のリコール運動を始めるとしており、

それに対して井原市長は「私も議会も民意を問う時期

がきている」として、選挙を示唆する発言をしています。

 

 １０月におきた岩国海兵隊員４人によるレイプ事件は「事実確

認」ができないということで不起訴となってしまいました。大き

な圧力があったのでは、というのが地元の意見です。記事になら

ない程度の事件はよくあるそうです。
 

                        （八木）

 

 決意表明をする伊原岩国市長  


